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基礎課題

人体基礎・顔

耳、口



人体基礎・顔「耳」

耳はふくざつな形をしています。まずは観察してみよう。デ
コボコしているのが分かります。「難しそう」と感じるかもし
れませんが、部分ごとの形が分かれば、あとは描きやすいよ
うにアレンジできます。まずは耳の「形」を知っていこう。

さらに細かな部位がそれぞれの中にありますが、まずはこの
四つを覚えよう。耳は鼻と同じように細かく描けば描くほど
リアルな画風になり、たんじゅんかすればするほど、デフォ
ルメ化できます。

耳の中は大きく四つ
の部位に分けること
ができます。

耳輪 ( じりん )
対輪 ( たいりん )
耳甲介 ( じこうかい )
耳珠 ( じじゅ )

■耳の形を知ろう

耳輪

対輪

耳甲介

耳珠

じりん

たいりん

じこうかい

じじゅ



人体基礎・顔「耳」

まずは下の図のように基本的な耳を描けるようマネをしてみ
てください。鏡やスマホのカメラで自分の耳を見て観察する
と分かりやすいのでオススメです。

基本の耳が描けるよう
になったら、今度は自
分のイラストに合わせ
てアレンジをしていこ
う。

■耳の形をりかいして描こう

基本的な耳

リアルめ 少しリアル デフォルメ



人体基礎・顔「耳」

色をぬる時は「ぬり方」で差をつけることもできます。耳の
細かい所は耳の中にあるので、影のぬり方で印象を変えるこ
ともできます。

■耳の表現

線でこまかく形を描く 形のしょうりゃく 色で形を描く

耳は見る角度で形がこまかく変化します。とくに「うしろ」はかみの毛で
かくれていたり、きちんと見ることは少ないかもしれません。角度でどう
変わるのか観察してみましょう。



人体基礎・顔「口」

口は工夫をすると一気にみ力的になる部位です。あなたはい
つもどのように口を描いていますか？一本の線だけで口を表
現していませんか？せっかくなので今回お話しするテクニック
を使って、キャラクターに合わせた口を作ってみよう。

人間の口は人によって大きさも形もさまざまですが、基本的
には M 字の上唇 ( うわくちびる ) と半だえんの下唇 ( したく
ちびる ) でできています。これをリアル調←→デフォルメと
好きなようにアレンジします。

■口を描こう

基本的な口

少しデフォルメ かなりデフォルメ



人体基礎・顔「口」

口のりょうはしに「かげ」をつける
自分の顔を見ながら、歯を見せずにニコッと笑ってみてくだ
さい。口のはしが少しへこんで、「かげ」ができるのがわかり
ますか？その「かげ」をイラストでも表現してみましょう。
口の線のはしにそれぞれ丸みをつけることで表現できます。

「かげ」をつけるのはデフォルメした口でもできます。ただし、どん
な時でも「かげ」をつけると間違った表現になることもあります。
つねに、本物の観察をわすれないようにしましょう。

かげなし かげあり

■口の表現のコツ

間違いの例えば：ほっぺをふくらます。など口周りのひふがのびている時。



人体基礎・顔「口」

歯と舌を描く
開いた口を描く時は「歯と舌」を描き込もう。
歯と舌をしっかり描くためにはかんさつが大切です。ですが、
しっかり描きすぎると、リアル調の絵になるので、ほどよい
デフォルメで描くのがおすすめです。口の中を少し描き込む
だけで一気に奥行きが出て、キャラクターに生き生きとした
表情をさせることができます。
まずは、口の中の形を知って自身の絵に活かしましょう。

■口の表現のコツ

リアルめ かんりゃくか

大きく口をあけると歯や舌のほかにも、「歯ぐき」「食道につながる穴」な
どが見えます。カンタンに描く場合でも「大きく」開けている表現がした
いときは、「食道につながる穴」まで描くとよく伝わります。



人体基礎・顔「耳」

歯を描くことになれてきたら、歯の形もいろいろ描いてみて
ください。歯の形もキャラクターの個性を生み出す大切なや
くわりを持っているのでオリジナルキャラクターを描くとき
はぜひチャレンジしてみてください。

開き方で変わる「歯の見えかた」

口を「大きく」あけても「歯の大きさ」は変わらないので注意しよう。
口の大きさといっしょに歯も大きく描いてしまいやすいです。キャラクター
の口のサイズが決まったら、「これぐらいの歯のサイズかな」といっしょに
考えておこう


